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鹿 児 島と北 海 道 の２拠 点 で の 生 産 体 制 を鹿 児 島と北 海 道 の２拠 点 で の 生 産 体 制 を

自 転 車 をもっと身 近 に自 転 車 をもっと身 近 に

トミイチ 九 州 株 式 会 社トミイチ 九 州 株 式 会 社

鹿 屋 のまちを 自 転 車 で 駆 け 抜 けよう！！鹿 屋 のまちを 自 転 車 で 駆 け 抜 けよう！！
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統計情報 令和５年７月１日現在（前月比）

  98,763人　（－   32）
  47,327人　（－   18）
  51,436人　（－   14）

・人口 ／
・男性 ／
・女性 ／

46,276世帯　（－   15）
448.15㎢ 

・世帯 ／
・面積 ／

鹿屋市広報

市ホームページ

市公式 LINE

市公式フェイスブック

かのやファン倶楽部

市政インフォメーション
FM かのや（77.2MHz）　平日 8:05 ～＆ 16:05 ～

市総合アプリ
「かのやライフ」

マチイロ
（広報誌閲覧アプリ）

昨年 11 月に開催したバザーの様子。今年は 10
月 15 日（日）に実施予定で、地域のボランティ
ア団体が作ったプランターや鍋敷きなどがバザー
で売られるほか、水ヨーヨー釣りなど子ども向け
のブースも出店予定。

　「美里吾平コミュニティふれあい交流スポット（コミスポ吾平）」を、地域住民の交流や情報交
換ができるみんなが集まる場所として活用したいと令和２年10 月に設立したのが「茶のん家もり
あげ隊」です。20 人が所属しており、毎週火・木曜日にコミスポ吾平で交流会を開催。「漬物
のおいしい漬け方」や「かぼちゃケーキの作り方」などの話題に花が咲いています。お茶を飲み
ながらおしゃべりをするだけでなく、おもちゃ病院や小物作り体験会、バザーなど地域活性化のた
めの取り組みも行っています。今後も協力者を募りつつ、子ども食堂の開設など活動の幅を広げ
ながら、吾平で住み続けられるまちづくりを目指して頑張ります。

SPOT LIGHT
SPOT 
LIGHT

－　スポットライト　ー

地
域

で
活

躍
する団体をピックアップ

茶のん家もりあげ隊

事務局

安
や す だ

田 恵
け い こ

子 さん

　長崎県佐世保市出身。結婚を機に吾
平町に移住する。社会福祉協議会に勤
めていた頃に困ったのは「方言」。家に
帰って、分からなかった言葉を夫に確認
していた。「今はもうバッチリです」と話
す。

人
と
人
と
が
つ
な
が
る

み
ん
な
が
集
う
場
所
を
作
る

　「
茶ち
ゃ

飲の

ん
け
（
お
茶
を
飲
み
に
）」
と
い
う
鹿
児
島
弁
と
、
み
ん
な
が

集
ま
る
「
家
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
命
名
さ
れ
た
「
茶
の
ん
家
も
り

あ
げ
隊
」。
い
ろ
ん
な
人
と
交
流
し
な
が
ら
、
人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
拠

点
に
な
れ
ば
と
い
う
想
い
で
始
め
た
こ
の
場
所
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
が

訪
れ
ま
す
。

茶のん茶のん家家
けけ

もりあげ隊もりあげ隊

今月の表紙
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OAD  to     KOKUTAI

　
い
よ
い
よ
目
前
に
迫
っ
て
き
た
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し

ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
」。
今
回
は
市
内
開
催
競
技
や

地
元
選
手
の
紹
介
を
中
心
に
、
国
体
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

問問
市
国
体
推
進
室　
☎
０
９
９
４
‐
31
‐
１
１
３
２

い
よ
い
よ
開
催
か
ご
し
ま

国
体
・
か
ご
し
ま
大
会

R Special Feature

その  頂へ―

OAD  to  KOKUTAIR国体への道 /

　
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
は
、
昭
和

47
年
の
第
27
回
国
民
体
育
大
会
（
太
陽
国

体
）
以
来
51
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
初
、
令
和
２
年
度
に
実
施
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
第
75
回
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
５

年
度
に
特
別
国
民
体
育
大
会
・
特
別
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
開
催
の
国
体
は
都
道
府
県
ご

と
の
対
抗
戦
で
、
男
女
総
合
優
勝
で
あ
る

「
天
皇
杯
」
と
女
子
総
合
優
勝
で
あ
る
「
皇

后
杯
」
を
か
け
、
各
都
道
府
県
の
代
表
選

手
が
鹿
児
島
の
地
で
競
う
大
会
で
す
。

　

10
月
28
日
開
催
の
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご

し
ま
大
会
」
は
、
鹿
児
島
県
で
初
め
て
開

催
さ
れ
る
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
喜
び
や
感
動
を
分
か
ち

合
い
、
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
大
会
で
す
。

　

か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
の
期

間
中
、
鹿
屋
市
で
の
国
体
競
技
は
、
ロ
ー

イ
ン
グ
（
全
種
別
）、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
成

年
女
子
）、
自
転
車
（
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
）

が
開
催
さ
れ
、
大
会
競
技
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
（
精
神
障
害
者
の
部
）
の
計
４
競
技
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
地
元
開
催
と
い
う
ま
た
と
な
い

体への道国写真で見る

太陽国体
昭和 47（1972）年に鹿児島県で開催
された「第 27 回国民体育大会（太陽
国体）」の様子をご紹介

◀
来
鹿
さ
れ
た
当
時
の

　
皇
太
子
御
夫
妻

◀
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
主
会
場
の

　
市
体
育
館

◀
大
隅
湖
で
の

　
漕
艇
（
ボ
ー
ト
）
競
技

機
会
。
観
戦
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
、

ぜ
ひ
応
援
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も

と
「
オ
ー
ル
鹿
屋
」
で
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

　

ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
は
水
上
の
直
線
コ
ー

ス
で
オ
ー
ル
を
使
っ
て
ボ
ー
ト
を
漕
ぎ
、

順
位
を
競
う
競
技
で
す
。
ス
タ
ー
ト
か
ら

ゴ
ー
ル
ま
で
、
艇
が
い
か
に
速
く
た
ど
り

着
く
か
を
競
う
シ
ン
プ
ル
な
競
技
で
す

が
、
選
手
は
１
，０
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
を

常
に
全
身
を
使
っ
て
全
力
で
漕
ぎ
続
け
る

た
め
、
究
極
の
過
酷
さ
を
誇
る
競
技
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
体
で
は
漕
ぎ
手
の
人
数
や
オ
ー
ル
の

種
類
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
４
種
目
で
競

い
、
全
国
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
約
９
０
０
人
の
選
手
団
が
集
結
。
輝

北
ダ
ム
に
設
置
さ
れ
た
特
設
コ
ー
ス
で
白

熱
し
た
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
一
糸
乱
れ
ぬ
オ
ー
ル
さ

ば
き
を
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ロ
ー
イ
ン
グ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
成
年
女
子
の
部
）

　

成
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
ラ
リ
ー
が

長
く
続
く
の
が
特
徴
で
、ぎ
り
ぎ
り
の
ボ
ー

ル
を
拾
う
、
手
に
汗
に
ぎ
る
プ
レ
ー
の
連

続
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
サ
ー
ブ
を
打
っ
て
か
ら
ス
パ
イ
ク
を

打
つ
ま
で
の
平
均
時
間
は
約
7
秒
。
男
子

自
転
車
競
技

（
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
）

　

ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
は
「
自
転
車
競
技
の

華
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
長
距
離
を
走
破
で

き
る
持
久
力
、
上
り
坂
を
速
い
ス
ピ
ー
ド

で
登
る
登
坂
力
、
コ
ー
ナ
ー
リ
ン
グ
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
、
そ
し
て
最
後
の
力
を
振
り
絞

る
ゴ
ー
ル
ス
プ
リ
ン
ト
な
ど
、
多
く
の
要

素
を
必
要
と
す
る
過
酷
な
競
技
で
す
。

　

鹿
屋
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
肝
付

町
、
錦
江
町
及
び
南
大
隅
町
を
通
過
し
て

は
こ
の
7
秒
で
ボ
ー
ル
が
コ
ー
ト
に
落
ち

る
確
率
が
70
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
子

の
場
合
は
50
％
と
な
っ
て
お
り
、
数
字
で

見
て
も
女
子
の
ほ
う
が
男
子
よ
り
も
長
い

時
間
ラ
リ
ー
が
続
く
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
す
る
今
大

会
に
は
、
国
内
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
最
高

峰
の
Ｖ
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
す
る
選
手
の
出

場
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
全
国
レ
ベ
ル
の
プ

レ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

錦
江
町
田
代
を
周
回
す
る
大
隅
広
域
特
設

ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
・
コ
ー
ス
で
、
選
手
た

ち
は
着
順
を
競
い
ま
す
。

　

鹿
屋
中
心
市
街
地
直
線
で
の
位
置
ど

り
、
錦
江
町
の
周
回
部
分
で
の
激
し
い

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
付
近
の

ス
プ
リ
ン
ト
な
ど
、
勝
負
所
の
戦
略
が
勝

敗
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
精
神
障
害
者
の
部
）

　

地
区
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
全

７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
６
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
各
チ
ー
ム
に
女
子
選
手
１
名
以

上
が
常
時
試
合
に
出
場
す
る
ル
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
試
合
で
使
用
す
る
ボ
ー

ル
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
２
セ
ッ

ト
先
取
で
勝
敗
を
競
い
ま
す
。

　

力
強
い
サ
ー
ブ
や
ス
パ
イ
ク
、
長
い
ラ

リ
ー
が
見
ら
れ
る
な
ど
迫
力
あ
る
試
合
展

開
が
あ
り
、
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
競
技

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◀
本
町
を
通
過
す
る
23
人
の

　
炬
火
リ
レ
ー
隊

◀
市
体
育
館
前
を
通
過
す
る

　
パ
レ
ー
ド

◀
お
茶
の
お
も
て
な
し
を

　
受
け
る
選
手
た
ち

特
　
集
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9/22  ~24

　国体に向けて選手たちはそれぞれの想いを胸に、　国体に向けて選手たちはそれぞれの想いを胸に、
日々練習に取り組んでいます。そんな選手たちに、日々練習に取り組んでいます。そんな選手たちに、
国体に懸ける情熱について話を伺いました。国体に懸ける情熱について話を伺いました。
※国体競技の全日程については国体ホームページ※国体競技の全日程については国体ホームページ
　からご確認ください。　からご確認ください。

２
人
で
息
を
合
わ
せ
て

２
人
で
息
を
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　

日
本
一
を
目
指
す

　
　
　
　
　

日
本
一
を
目
指
す

▲国体ホームページ国体ホームページ

相
手
が
社
会
人
で
も
恐
れ
な
い

相
手
が
社
会
人
で
も
恐
れ
な
い

　
　
　

チ
ー
ム
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に

　
　
　

チ
ー
ム
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に

　

国
体
本
番
ま
で
一
歩
一
歩

　

国
体
本
番
ま
で
一
歩
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
々
鍛
錬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
々
鍛
錬

◀
市
内
小
・
中
・
高
生
が
学

　
校
応
援
の
ぼ
り
旗
を
作
成

◀
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
で

　
会
場
に
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置

◀
「
国
体
ダ
ン
ス
」
リ
レ
ー

　
動
画
の
作
成

◀
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
品

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

◀
次
回
の
開
催
地
で
あ
る
佐
賀

　
県
の
富
士
小
学
校
と
交
流

◀
国
体
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

この選手に鹿屋市の

取り組み
市国体推進室が行ったかごしま国体・
大会に向けた気運醸成のための取り組
みの一部を紹介

OAD  to  KOKUTAIR国体への道 /

　全日本クラブ選手権を２連覇するこ
とができましたが、個人個人で反省点
もあったので、国体までに改善してい
きたいです。応援してくれる地元の方
たちに良い結果で恩返しができるよう
に全力で頑張ります。

ソ フ ト ボ ー ル（ 成 年 女 子 ）
M

モ リ

O R I  A
オ ー ル

L L  W
ウ ェ ー ブ

AV E  K
カ ノ ヤ

A N OYA

主 将  領
りょうけ

家  妃
ひ な

奈  さ ん

競 泳 少 年 女 子 Ａ 2 0 0 m 背 泳 ぎ
鹿 屋 女 子 高 校 ２ 年 生

小
こ に し

西  新
あらた

 さ ん
　地元開催の国体ということで、日頃
からお世話になっている地元の方に恩
返しできるいい機会。プレッシャーも
ありますが、壁を乗り越えていくのを
楽しんで、自分なりの泳ぎでベストを
尽くします。

自
分
の
泳
ぎ
で

自
分
の
泳
ぎ
で

　
　

地
元
に
恩
返
し
を

　
　

地
元
に
恩
返
し
を

ローイング 少 年 女子ダブ ルスカル
鹿 屋 工 業 高 校 ３ 年 生

高
たかやま

山  希
の の

望  さ ん
　高校から始めたボートで国体に出場
できることがうれしいです。先日のイ
ンターハイでは良いレースができたの
で、この調子で国体に臨みます。国体
では違う学校の選手と組むので、力を
合わせて頑張ります。

空 手 道 少 年 男 子 形
鹿 屋 高 校 １ 年 生（ 大 隅 修 武 会 ）

荒
あらかわ

川  大
だ い ご

悟  さ ん
　空手の形

かた
は、相手を仮想して体の使

い方を考えながら力強く演武すること
が重要です。毎日の道場での稽古と毎
週行われている県代表の強化合宿での
指導を生かしながら、目標である国体
優勝に向けて取り組みます。

　チームは２人以上で攻撃する「コンビ
ネーション」を課題にして練習を積ん
でおり、私はサーブとサーブレシーブ
で貢献するのが役割です。社会人の選
手たちと戦う機会はないので、プレー
を盗んで自分のものにしたいです。

バ レ ー ボ ー ル（ 成 年 女 子 ）
鹿屋体育大学４年生  

副 将  服
はっとり

部  芽
め い

衣  さ ん

●場所　鴨池公園水泳プール
　　　　（鹿児島市）

競 泳（ 全 種 別 ） 10/8  ~10
9/21~24
ローイング（ 全 種 別 ）
●場所　輝北ダム特設ローイング
　　　　コース（輝北町平房）

㊍ ㊐
㊐㊎

㊐ ㊋

空 手 道（ 全 種 別 ）
● 場 所 　 薩 摩 川 内 市 総 合 運 動
　　　　公園総合体育館
　　　　（薩摩川内市）

10/8  ~10㊐ ㊋

10/8  ~11
㊐ ㊌

ソフトボール（成年女子）
●場所　開聞総合グラウンド
　　　　（指宿市）

バレーボール（成年女子）
●場所　串良平和アリーナ
　　　　（串良町有里）

フ
ァ
ン
の
人
た
ち
に

フ
ァ
ン
の
人
た
ち
に

　
　
　

良
い
結
果
を
届
け
た
い

　
　
　

良
い
結
果
を
届
け
た
い

注目チュウモク
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選手たちの 想いを

　感じる国体 へ

人の想い―　燃ゆる感動かごしま国体　　　　　　　選手代表・実行委員会燃ゆる感動かごしま大会

◀「 燃 ゆ る 感 動 か ご し ま 国 体・ か ご
　しま大会」の概要や競技会場など
　を細かくまとめた観戦ガイドブッ
　クを国体ホームページに掲載中

今
、
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝

OAD  to  KOKUTAIR国体への道 /

陸上競技（身・知）
砲丸投げ・ソフトボール投げ

園
そ の だ

田 久
ひさし

 さん

　
私
が
車
椅
子
生
活
を
始
め
た
約
25
年
前

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
っ
た
考
え
が
浸

透
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

段
々
と
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
き
、
生
活

し
や
す
い
社
会
に
。
昔
を
知
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
今
の
社
会
が
当
た
り
前
で
は
な

く
、
多
く
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
に
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て

も
同
じ
で
、
大
会
を
開
催
し
て
く
れ
る
団

体
や
関
係
者
、
そ
の
他
大
勢
の
方
々
の
尽

力
や
支
え
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、

練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
場
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
普
段
、
あ
ま
り
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
を
目
に
す
る
機
会
が
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
今
大
会
を
機
に
多
く
の
人

た
ち
に
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
ほ
し

い
で
す
。
障
が
い
の
程
度
が
個
々
で
違
う

か
ら
こ
そ
様
々
な
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
が
あ

り
、
見
て
い
て
と
て
も
奥
深
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
姿

は
見
て
い
る
人
た
ち
を
勇
気
づ
け
、
感
動

さ
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
目
標
は
も
ち
ろ
ん
金
メ
ダ
ル
。
一

生
懸
命
プ
レ
ー
を
す
る
姿
で
、
支
え
て
く

れ
る
方
々
に
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。

　
も
し
引
き
籠
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
障
が

い
者
の
方
が
い
た
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
声
援
を
受

け
て
、
見
て
い
る
人
た
ち
に
感
動
を
届
け

ら
れ
た
ら
、
き
っ
と
「
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
は
ず
で
す
。

自転車競技
C
シ エ ル

IEL B
ブ ル ー

LEU K
カ ノ ヤ
ANOYA

冨
と み お

尾 大
だ い ち

地 さん

一
生
に
一
度
の
地
元
開
催

勝
ち
は
譲
ら
な
い

国
体
に
関
わ
る
全
て
の
人
へ

国
体
に
関
わ
る
全
て
の
人
へ

　
前
回
の
太
陽
国
体
か
ら
、
実
に
51
年
も

の
月
日
が
経
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
国
体
を

経
験
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
今
回
の
国

体
に
対
し
て
の
想
い
は
非
常
に
強
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
当
時
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
後
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の

人
気
が
高
ま
っ
て
い
た
頃
。
市
体
育
館
が

多
く
の
人
で
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

国
体
が
３
年
延
期
に
な
っ
た
こ
と
で
、

大
幅
な
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
選
手
や

国
体
出
場
を
諦
め
た
選
手
も
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
回
参
加
す
る
選
手
に
は
、
出

場
で
き
な
か
っ
た
先
輩
選
手
の
想
い
を
引

き
継
い
で
、
責
任
感
を
持
っ
て
奮
闘
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
選
手
を
始
め
、
運
営
に
関
わ
る

全
て
の
人
た
ち
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
役

割
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と

で
、
競
技
を
見
る
人
や
鹿
屋
を
訪
れ
る
人

た
ち
に
良
い
印
象
を
与
え
ら
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

以
前
高
校
生
の
指
導
を
し
て
い
た
頃
か

ら
、「
選
手
た
ち
の
２
倍
動
く
」
と
い
う

姿
勢
で
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
国
体
実
行

委
員
会
の
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
じ

姿
勢
で
国
体
の
運
営
に
も
臨
み
ま
す
。

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会
鹿屋市実行委員会副会長
鹿屋市スポーツ協会会長

原
はらぐち

口 正
まさあき

明 さん

　
国
体
に
懸
け
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
は
じ

め
、
そ
れ
を
支
え
る
人
た
ち
。
さ
ら
に

は
次
回
以
降
の
開
催
地
で
あ
る
佐
賀
県

や
滋
賀
県
の
協
力
な
ど
、
国
体
・
大
会

は
多
大
な
協
力
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
発
す
る
選
手
た
ち

の
言
葉
や
表
情
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に

自
分
や
チ
ー
ム
の
目
標
、
そ
し
て
地
元

開
催
へ
の
想
い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ど
の
県
も
狙
う
の
は
、
総
合
優
勝
の

「
天
皇
杯
」
と
「
皇
后
杯
」。
鹿
児
島
の

地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ア
ス
リ
ー
ト
た

ち
の
躍
動
は
、
き
っ
と
見
る
人
に
感
動

の
火
を
灯
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
錦
江
町
出
身
で
南
大
隅
高
校
、
鹿
屋
体

育
大
学
に
進
学
、
そ
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｌ 

Ｂ

Ｌ
Ｅ
Ｕ 
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
へ
入
団
と
、
人

生
の
ほ
と
ん
ど
を
大
隅
半
島
で
過
ご
し
て

き
た
私
に
と
っ
て
、
今
回
の
か
ご
し
ま
国

体
に
は
特
別
な
想
い
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
鹿
児
島
で
の
国
体
開
催
で
、
自
分

の
専
門
で
あ
る
自
転
車
競
技
が
大
隅
で
実

施
さ
れ
、
そ
し
て
出
身
地
が
ゴ
ー
ル
に

な
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
一
生
に
二

度
と
な
い
こ
と
で
す
。
今
ま
で
応
援
し
て

き
て
く
れ
た
人
た
ち
が
近
く
で
レ
ー
ス
を

見
守
っ
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
最
高
の
舞
台

で
最
高
の
結
果
を
み
ん
な
に
届
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
い
る
と
、
私
だ
け
で
な

く
チ
ー
ム
鹿
児
島
の
他
種
目
の
選
手
た
ち

も
強
化
合
宿
や
特
別
練
習
を
行
う
な
ど
、

国
体
に
照
準
を
合
わ
せ
て
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
の
よ
う
に
、

今
大
会
に
特
別
な
感
情
を
抱
い
て
い
る
人

も
い
る
で
し
ょ
う
し
、
頂
点
を
取
り
た
い

気
持
ち
は
全
選
手
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。

　
か
ご
し
ま
国
体
が
延
期
さ
れ
た
と
き
は

「
あ
と
３
年
後
か
…
」
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
気
が
付
け
ば
残
り
２
か
月
。
私
も

頂
上
を
目
指
し
て
徐
々
に
階
段
を
上
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
同
じ
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
て
も
勝
ち
は
譲
り
た
く
な

い
。
自
分
の
手
で
優
勝
を
つ
か
み
取
り
た

い
。そ
ん
な
気
持
ち
で
国
体
に
挑
み
ま
す
。

10/15 ㊐

大隅広域特設ロード・レース・コース
　（鹿屋市・錦江町・肝付町・南大隅町）

10/28  ~30㊏

白波スタジアム（県立鴨池陸上競技場）
　　　　　　　　　　　（鹿児島市）

㊊

ア
ス
リ
ー
ト
が
つ
く
る

感
動
の
ド
ラ
マ

▲観戦ガイドブック
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かのやのホットな話題をお届け！

HH ttoo
NewsNews

ホットニュースホットニュース

市ホームページに

ほかの写真も掲載中！

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
工
場

来
年
夏
に
操
業
予
定

　７月６日、株式会社シャトレーゼの工場新設に伴う立
地協定調印式が行われました。同社は国内外合わせて
900店舗以上を運営し、400種類以上の商品を取り扱っ
ている和洋菓子店。古

ふ る や
屋勇

ゆ う じ
治代表取締役社長は「働きや

すい環境を目指しながら、お客様や地域の人々に喜ばれ
る工場にしたい」と話しました。川西町に整備される工
場では、焼き菓子を中心に製造する予定です。

認
知
症
の
人
を

支
え
る
地
域
づ
く
り
を

　７月22日、市文化会館で「認知症を笑顔で考える市
民のつどい」が開催されました。これは認知症当事者や
支援者の目線・想いに直接触れることにより、認知症に
関する正しい知識と理解を深めるために実施したもの。
当日は若年性アルツハイマー型認知症当事者の講演や

「とっておきの音楽隊」による合唱・ダンス、介護保険相
談会なども行われました。

４
年
振
り
の
祭
り
に

会
場
沸
く

　７月22日、串良総合支所前駐車場周辺で「くしら夏祭
り」が開催されました。会場ではフラダンスや大抽選会、
納涼花火大会の催しが行われるなど、来場した約1,500
人の参加者は４年振りとなる祭りを楽しみました。また、
街頭全体踊り大会では、６つの踊り連が参加し威勢のい
い掛け声に合わせ息ぴったりの踊りを披露。会場を沸か
せた「ふたば保育園チーム」が優勝を飾りました。

　７ 月24日、「第23回 鹿 児 島 県
ビーチバレージュニア男女選手権
大会」で優勝した鹿屋高校の濱

はまもと
本

蓮
れ ん と

斗さんと宮
み や た

田修
しゅうへい

平さんが市役所
を訪れました。両選手は、大阪府
で開催される全日本選手権及びか
ごしま国体に出場します。

息の合ったプレーで
全国への切符をつかむ

　７月26日、串良ファイターズ軟
式野球スポーツ少年団と関係者が
市役所を訪れました。同少年団は
８月に熊本県で開催される「第36
回九州学童軟式野球大会」に出場。
選手たちは、九州大会への意気込
みを笑顔で語りました。

全員野球で
九州大会へ出場

　７月23日、肝属川流域で「第40
回肝属川クリーン作戦～ウォーキ
ングごみ拾い～」が行われました。
樋渡橋（祓川町）から馬込橋（吾平
町下名）までごみ拾いが行われ、70
団体約1,000人が参加。川沿いの
ごみを拾い汗を流しました。

肝属川を美しく
ごみ拾いに汗を流す

　７月30日、市中央公民館で「第５回鹿屋市高校生ビブ
リオバトル大会」が催されました。ビブリオバトルとは、
発表者がおすすめ本を紹介し、参加者が読みたいと思っ
た本に投票してチャンプ本を決める大会のこと。同大会
には市内４校から７人が参加し、チャンプ本には萩

はぎさき
﨑

駿
しゅんや

矢さん（鹿屋工業高校３年）が紹介した『あの頃、君を
追いかけた（九

ジウバーダオ
把刀著）』が選ばれました。

本
を
通
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　８月３日、フランス料理界で活躍している鹿児島市出身
の料理人上

かみかきもと
柿元勝

まさる
シェフによる講演会が市役所で行われま

した。約150人の参加者を前に、鹿屋の食材の魅力や夢に
挑戦し続けることの大切さなどについて講演。また、翌日
には同シェフが鹿屋中央高校生に調理指導し「1日だけの
K

カ ノ ヤ
ANOYAレストラン」を鹿屋中央高校でオープン。出席者

は鹿屋の食材を使った料理を堪能していました。

鹿
屋
の
食
の
魅
力
を

一
流
シ
ェ
フ
と
考
え
る

　８月３日、吾平町農業管理セン
ターで「令和５年産美里吾平新米
イクヒカリ出発式」が開催されま
した。出発式には約60人が参加
し、テープカットの後、新米を積
んだトラックが出発。関係者一同、
無事の収穫を喜んでいました。

早期水稲「イクヒカリ」
初出荷を祝う

　８ 月２ 日、「第44回 全 日 本 ク
ラブ女子ソフトボール選手権」
で 優 勝 し たM

モ リ
ORI A

オ ー ル
LL W

ウ ェ ー ブ
AVE 

K
カ ノ ヤ
ANOYAが市役所を訪れました。

同チームは全試合無失点で優勝を
つかんでおり、これにより同大会
２連覇を達成しました。

全日本クラブ選手権
２年連続２回目の優勝

　７ 月31日、「第43回 全 日 本 バ
レーボール小学生大会鹿児島県大
会」で３位に入賞し、「第38回全九
州小学生バレーボール優勝大会in
長崎」に出場する田崎男子バレー
ボールスポーツ少年団の選手及び
関係者が市役所を訪れました。

粘り強く戦い
九州大会で奮闘

土
器
や
ま
が
た
ま

作
り
に
挑
戦

　７月26日、市中央公民館で「文化財ウォッチング」が
行われました。これは、土器や石器を見て学ぶことで、
地域の歴史や文化財に興味を持つきっかけになるよう企
画したもの。当日は、市内の小学４～６年生11人が参加
し、土器やまがたま作りを体験しました。参加した小学
生は「土器づくりは難しかったが、面白い作品を作れた」
など、夏休みの体験活動を満喫していました。

「
学
ぶ・遊
ぶ・食
べ
る
」

夏
休
み
に
体
験

　７月22日・23日、霧島ヶ丘公園で「ひまわりキッズフェ
ス2023」が開催され、市内の高校６校によるワークショッ
プやスポーツ体験など親子連れで楽しめる催しが行われ
ました。また、かのやばら園多目的ホールでは「グローカ
ル・イングリッシュ・デイキャンプ」も開催され、吾平中
央麓子供会と市内在住の外国人が「そば切り踊り」や「なん
こ」体験などを通して交流を行いました。
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お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

≪

の取り組み

私
の
仕
事

≪

コ
コ
に
注
目
‼

トミイチ九州 株式会社

やってみ
たい

仕事が見
つかる！

ま
ち
の

     
お
し
ご
と

VOL.18

安
定
的
な
生
産
・
供
給

体
制
を
目
指
し
て

　

弊
社
は
加
工
用
青
果
物
を
取
り

扱
う
北
海
道
の
エ
ア
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
ア
グ
リ
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業

と
し
て
令
和
元
年
に
設
立
し
ま
し

た
。
北
海
道
産
青
果
物
の
物
流
量

が
増
え
て
い
く
中
、
台
風
や
干
ば

つ
な
ど
の
自
然
災
害
や
一
拠
点
だ

け
で
の
物
流
に
お
け
る
リ
ス
ク
対

策
と
し
て
、
産
地
の
分
散
化
を
進

め
る
こ
と
に
。
そ
こ
で
、
作
付
面

積
が
大
き
く
生
産
者
に
理
解
を
い

た
だ
け
た
吾
平
町
で
の
立
地
に
至

り
ま
し
た
。

　

弊
社
で
は
冬
場
に
大
根
、
夏
場

は
か
ぼ
ち
ゃ
・
さ
つ
ま
い
も
を
取

り
扱
い
、
自
社
で
冷
凍
加
工
を

行
っ
て
全
国
の
食
品
メ
ー
カ
ー
や

外
食
チ
ェ
ー
ン
に
一
年
を
通
し
て

供
給
し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
と
北

海
道
で
は
同
じ
野
菜
で
も
収
穫
時

期
が
異
な
る
た
め
、
２
つ
拠
点
を

持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
引
き
先

に
安
定
し
て
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
品
質
に
違
い
が
で
な
い
よ

う
、
温
度
帯
や
湿
度
に
よ
る
原
料

管
理
、
輸
送
方
法
で
工
夫
を
図
る

な
ど
、
同
じ
品
質
を
保
て
る
よ
う

企
業
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
を
機
に
生
活
ス
タ
イ
ル

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
食
に

お
い
て
も
冷
凍
食
品
の
売
上
が
以

前
よ
り
伸
び
て
お
り
、
食
の
簡
便

化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
ま
す
。

弊
社
が
取
り
扱
う
大
根
に
お
い
て

も
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
は
お
で
ん
事
業
の
縮
小
を
決

定
し
た
一
方
、
加
工
に
手
間
の
か

か
る
冷
凍
大
根
お
ろ
し
の
需
要
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
食
の
簡
便
化

が
進
む
こ
と
で
、
消
費
者
が
口
に

す
る
ま
で
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

加
工
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
加
工
度
の
高

い
商
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

ト
ミ
イ
チ
九
州 

株
式
会
社

富富と
み
な
が

と
み
な
が永永  

泰泰や
す
ゆ
き

や
す
ゆ
き之之  

代
表
取
締
役
社
長

　

東
京
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学

び
、
そ
の
ス
キ
ル
を
生
か
す
た
め
、

ま
ず
は
営
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ

う
と
入
社
を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
で
は
営
業
の
仕
事
が
非
常
に
面
白

く
や
り
が
い
を
感
じ
る
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
年
間
３
，
０
０
０
ｔ
も
の

大
根
の
仕
入
れ
を
任
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
仕
入
れ
の
場
所
や
加
工
の

仕
方
、
生
産
者
へ
の
伝
え
方
な
ど
自

分
な
り
に
分
析
を
重
ね
る
こ
と
で
仕

入
れ
量
を
拡
大
で
き
ま
す
。
ま
た
、

弊
社
は
設
立
し
て
間
も
な
い
た
め

様
々
な
こ
と
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
挑
戦
で
き
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

　

北
海
道
の
仕
入
れ
量
は
、
鹿
屋
の

倍
以
上
あ
る
の
で
、
追
い
つ
く
こ
と

を
目
標
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

錦江町出身で鹿屋市在住。

Y
ユーチューブ

ouTubeで実況を配信するほ

どゲーム好きだったが、２

か月前に生まれた子どもが

可愛いため、最近ではあま

りゲームができていない。

営業課

藤
ふ じ か た

方 達
た つ き

稀 さん
（27歳／入社３年目）

　大根などの青果物を大小様々な形や大

きさに加工していく過程で、多量の野菜

の切れ端が発生します。弊社では、切れ

端などを肥料や飼料として再利用し、

たい肥として使えるよう生産者に

還元しています。

食品廃棄物削減へ向けた取り組み 農
作
業
に
専
念

し
て
も
ら
え
る
環
境
を

　

ど
の
業
種
に
お
い
て
も
労
働

者
が
減
少
し
て
い
る
昨
今
、
農

業
は
他
の
業
種
に
比
べ
て
も
働
き

手
が
集
ま
り
に
く
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
弊
社
で
は
そ
の
よ
う
な

中
、
生
産
者
に
作
物
の
品
質
向
上

な
ど
、
農
作
業
に
専
念
し
て
も
ら

え
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
鉄
の
コ
ン

テ
ナ
通
称
「
鉄
コ
ン
」
と
い
う
容

器
を
使
用
し
て
生
産
現
場
ま
で
ト

ラ
ッ
ク
で
行
き
、
土
が
付
い
た
ま

ま
の
野
菜
を
そ
の
ま
ま
鉄
コ
ン
に

全
て
入
れ
て
集
荷
。
こ
の
集
荷
方

法
に
よ
り
、
生
産
者
は
野
菜
を
選

別
す
る
・
洗
う
・
出
荷
す
る
手
間

が
省
け
、
農
作
業
に
専
念
し
品
質

向
上
に
注
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
品
質
を
向
上
す
る

こ
と
で
、
生
産
者
は
単
価
収
入
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
仕
入
れ
側

と
な
る
弊
社
も
、
品
質
の
良
い
野

菜
を
安
定
的
に
仕
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲�約１t の大根が入る鉄コン。土が付

いたままで集荷を行う。

○住所　鹿屋市吾平町上名 4760-3

○電話　0994-58-6111

○設立　令和元年　　○代表者　富永 泰之

○従業員数　40 人（社員・パート等含む）

○平均年齢　48 歳　

○勤務時間　８時間

○福利厚生　各種保険（雇用、健康、

　厚生年金、労災）

トミイチ九州 株式会社

▶ホーム
　ページ

　

私
が
よ
く
行
く
お
店
は
朝
日
町
に

あ
る
「
居
酒
屋 

お　

と

と

魚
々
」
で
す
。

店
長
自
ら
釣
り
上
げ
た
捕
れ
立
て
の

魚
を
調
理
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
魚

料
理
も
新
鮮
で
お
い
し
い
で
す
。
そ

の
中
で
も
、
私
の
お
す
す
め
は
カ
メ

ノ
テ
や
ト
コ
ブ
シ
な
ど
の
貝
類
。
普

段
食
べ
る
機
会
が
な
い
の
で
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
店
長
の
釣
果
次
第
で
は
ク

エ
な
ど
の
高
級
魚
も
メ
ニ
ュ
ー
に
追

加
さ
れ
る
と
き
も
。
新
鮮
な
魚
料
理

を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
お
店
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

〒 893-0004
鹿屋市朝日町 1-4
☎ 0994-41-1144
店休日　日曜日（要相談）
営業時間　18:30 ～ 24:00

居酒屋 お魚々（おとと）

瀬戸街交差点

至寿

居酒屋 お魚々

269

本町交差点
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松
田 

貴
志

【
ま
つ
だ 

た
か
し
】

森 

武
志

【
も
り 

た
け
し
】

坪
山 

幸

【
つ
ぼ
や
ま 

ゆ
き
】

江
藤 

裕
一

【
え
と
う 

ゆ
う
い
ち
】

鹿児島県よろず支援拠点
　

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
産

業
の
振
興
と
雇
用
促
進
の
た
め
に
平

成
19
年
に
北
田
町
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
産
業
振
興
に
係
る
相
談
や
創
業
支

援
に
関
す
る
業
務
を
主
に
行
っ
て
お

り
、
２
人
の
相
談
員
が
常
駐
。
「
来
所
」

「
Ｗウ

ェ

ブ

ｅ
ｂ
」「
メ
ー
ル
」
で
の
相
談
が
可

能
で
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

経
営
改
善
や
事
業
計
画
作
成
、
融
資
や

補
助
金
、
支
援
制
度
な
ど
多
岐
に
渡
っ

た
助
言
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
そ

の
他
支
援
機
関
と
の
橋
渡
し
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
や
創
業
な
ど
で
困
り
ご
と
が
あ

れ
ば
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
カ
ゴ
よ
ろ
」っ
て

な
に
？

■■ 売り上げが落ちてきている

■■ パッケージ・デザインを改善したい

■■ IT を使った効果的な広報をしたい

■■ 創業したい

■■ 海外展開をしていきたい

■■ 補助金や給付金について知りたい

■■ 商品の開発や改善をしたい

■■ 売り場やディスプレイを改善したい

■■ 事業引き継ぎについて相談したい

■■ 新たな販路を開拓したい

■■ 業務改善をしたい

■■ 資金調達、資金繰りに悩んでいる

こんなお悩みこんなお悩み

ありませんかありませんか

鹿屋を担当する５人のコーディネーター

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み

　

中
小
企
業
等
の
経
営
相
談
に
対
応
す

る
た
め
、
国
が
各
都
道
府
県
に
設
置
し

た
無
料
経
営
相
談
所
「
よ
ろ
ず
相
談
拠

点
」。
鹿
児
島
県
に
は
「
鹿
児
島
県
よ

ろ
ず
相
談
拠
点
」
通
称
「
カ
ゴ
よ
ろ
」

が
鹿
児
島
市
に
設
置
さ
れ
、
30
人
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
創
業
や
売
上
拡

大
、
広
報
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
鹿
児
島
市
外
の
相
談
者
に
対
応
す

る
た
め
に
サ
テ
ラ
イ
ト（
出
張
相
談
所
）

を
開
設
。
本
市
と
の
協
定
に
基
づ
き
、

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
サ
テ
ラ
イ
ト

を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。相談者の声

株式会社スミカラ

中
なかむら

村 匡
まさなり

成 代表取締役

起業・経営のお悩み　ぜひご相談ください

日  時

場  所

毎月火・金曜日　10:00 ～ 16:00

市産業支援センター

0994-40-7890
※要電話予約
※１事業者につき相談は約１時間

相 談

無 料

実際に「カゴよろ」で相談
を行った２事業者に話を聞
きました。

【市産業支援センター】
☎ 0994-40-7890
●場所　北田町 3-3-23-2F
●相談受付時間
　月～金曜日の 9:00 ～ 16:30
※土・日曜日、祝日、年末年始は除く

問市産業振興課　☎ 0994-31-1180

就労継続支援Ｂ型 C
こ ま ち

omachi

小
こ ぞ の

薗 真
ま り

理 施設長（左から２番目）

とスタッフの皆さん

▲ 30 人の各分野のプロが所属する「カゴよ
　ろ」。相談は無料で、１回約１時間の相談
　時間ですが、日を改めれば複数回の相談が
　可能です。

？？

カゴよろ
大隅地区
サテライト
相談会 ☎

　事業をするにあたっては、商品開発の次
はその商品のデザイン、そして販路といっ
た具合に、問題を一つ解決しても次の新た
な悩みが出てきます。カゴよろでは１度ア
ドバイスして終わりではなく、その後も支
援を継続しながら担当分野のコーディネー
ターに引き継ぐ「リレー伴走支援」が特徴
となっています。「売れるかどうか分から

なかったものが、相談したことによって売
れるまでのビジョンが見えた」と言っても
らえたら、私たちもうれしいです。「私が
行ってもいいのかな？」「ハードルが高そ
う」「何かしないといけないけど、何をし
たらいいのか分からない」。どんなお悩み
でも結構です。きっとあなたの手助けにな
る良いアドバイスができると思います。

西
﨑﨑 

千
鶴

【
に
し
ざ
き 

ち
づ
る
】

EC サイト構築・運営
スキマブランディングと

商品開発 /DX

創業 /SNS 集客
Web/IT/ 売上拡大等

Web デザイン
SNS 集客 /SNS 運用
LINE マーケティング

商品開発 / 販路開拓
BCP/ 店舗改善

売上拡大等

広告・販促物デザイン
パッケージ / 写真

デザイナー

　水道・電気工事や不動産を取り扱う弊社
では、カゴよろでロゴのデザインやホーム
ページのことなどを相談。１人であれこれ
考えても「本当にこれでいいのか」と不安になってしまい
ますが、専門家に相談することで安心につながりました。
創業後にも継続してアドバイスしてもらえるので、創業し
たい方は相談することをオススメします。

　立ち上げの際にカゴよろに相談し、事業計画などの
アドバイスをもらいました。また、事業開始後に国の
補助金を紹介してもらい、看板作成やキッチンカーの
ラッピングなどに活用しました。そのほかにも EC サ
イトや SNS 運用の助言をもらっています。相談して
みると、とにかく話しやすくとても助かりました。

●日時　10 月 10 日（火）　13:30 ～ 16:00
●場所　市産業支援センター２階
●対象者　創業希望又は創業３年未満の女性
●定員　10 人　　●参加料　無料
●申込　10 月５日（木）までに専用フォームから申し込み

大隅ゆるっと女子会大隅ゆるっと女子会初開催 !
同じ夢を持つ仲間づくりのチャンス
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自
転
車
は
、
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な

ど
の
身
近
な
移
動
手
段
と
し
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
で
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
で
は
、
環
境
負

荷
の
低
減
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
健
康
増

進
、
観
光
な
ど
の
様
々
な
観
点
か
ら
自
転

車
利
用
の
意
義
が
再
認
識
さ
れ
、
今
後
も

利
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
市
に
お
い
て
は
、
全
国
唯
一
の
国

立
体
育
系
単
科
大
学
で
あ
る
「
鹿
屋
体
育

大
学
」
が
所
在
し
、
同
大
学
自
転
車
競
技

部
が
毎
年
各
種
大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
２
０
０
１

年
か
ら
始
ま
っ
た
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お

す
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
」
を
始
め
と

す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
、
鹿
屋
初
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
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島
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園
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テ
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ク

パ
ー
ク
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
Ｍマ

ッ

プ

Ａ
Ｐ
の
整
備

な
ど
、「
自
転
車
を
見
る
・
乗
る
・
触
れ
る
」

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

近
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動
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ど
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や
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か
な
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れ
た
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屋
の
地
を
自
転
車
で
駆
け

抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
３
９

B
ic

y
c

le
 P

ro
m

oti
on P

roject

B
ic

y
c

le
 P

ro
m

otion Project

前
ま え だ

田 直
な お き

樹 さん

自転車歴　11 年  

　30 歳を過ぎてから運動をしようと思い、通勤を

自転車に変えました。職場まで３㎞、帰りは河川敷

を通るなどして７㎞の合わせて 10 ㎞を走っていま

す。自転車通勤では、季節に咲く花々を眺めたり、

スピードに乗る爽快感を感じることができたりと、

自動車通勤の時には分からなかった楽しさがありま

す。また、車に乗る頻度が減ったことで、ガソリン

代や保険代の節約にもなっています。

　鹿屋には、吾平山上陵までの田園風景を楽しめる

コースや、高須海岸沿いを走るコースなど自転車専

用道路もありますので、まずは一度サイクリングを

楽しんでみてはいかがでしょうか。

岩
いわみず

水 友
と も み

美 さん

自転車歴　５年  

V o i c e

　地元のプロサイクリングチーム「CIEL BLEU 

KANOYA」の知り合いから声を掛けられて自転車

に乗り始めました。これまでサイクリング以外

にもツール・ド・おおすみに参加したり、体育

大学自転車競技部や CIEL BLEU KANOYA の試合

を観戦したりと幅広く自転車生活を楽しんでい

ます。自転車は行った先々でおいしいもの

を食べたり、きれいな景色を見たりと楽し

めますし、スポーツが苦手な人でも気軽に

できる運動だと思います。もっと多くの女

性が自転車にチャレンジし、女性サイクリ

ストが増えてほしいと思っています。

安 全　　　　　　　　　　Safety
自転車事故のない安全・安心な社会の実現
　自転車交通事故ゼロを目指し、「交通安全教室」

を鹿屋警察署や鹿屋市交通安全協会、CIEL BLEU 

KANOYA が実施しています。

【交通安全教室】

主に小学校を対象に自転車の

点検方法、乗り方、安全確認

のポイントを指導

自転車を活用した
健康づくりの推進
　“自転車に触れ合

う機会の提供”を通し

て、運動の実施率を高め、

健康づくりに寄与する取り組

みを実施しています。

【自転車に触れ合う機会の提供】

○自転車通勤等の推進

○サイクルイベントの開催

○華金サイクリング

自転車を快適に利
用できる環境整備

　　　　　　　　自転車を快適に利

　　　　　　　用できるよう、サイ

　　　　　クリストサポート施設の

　　　　充実や、走行環境整備の推

　　進に取り組んでいます。

【サイクリストサポート施設】

サイクリストが快適に走行

できるよう、スタンドや空

気入れが設置された施設で、

現在市内 30 か所に設置

サイクルツーリズムによる観光振興と地域活性化
　サイクルツーリズムを推進することで、観光振

興と地域活性化を目指す取り組みを実施していま

す。

【レンタサイクルの取り組み】

○不要になった自転車を整備し、

　市内７か所のホテルに配備

○無料で、ヘルメットも貸し出し

ヘルメットの着用義務化

ヘルメットの着用意義、　

　正しい着用方法を交通

　　安全教室で指導

観 光　　　　　　　　　Tourism

環 境　　　　　　　Environment

各種サイクルイベント

ツール・ド・おおすみ、

マウンテンバイカーズフェス、

サイクルフェスティバル　

健 康　　　　　　　　　　Health

サポート施設には

スタンドや空気入れ、工具を

設置しているほか、トイレの

無料貸出も可能

サイクリングマップ

観光スポット等を満喫で

きる６コースを紹介。

二次元コード付き

で、スマホからで

も閲覧できます。

自
転
車
を
も
っ
と
身
近
に

V o i c e

B
ic

y
c

le
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ro
m
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roject
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自転車を利用できるまち自転車を利用できるまち
　　を目指してを目指して

  

い
つ
で
も

い
つ
で
も

  

ど
こ
で
も

ど
こ
で
も

だ
れ
で
も

だ
れ
で
も

▲のぼりが目印

Let's go bicycle l i fe !
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申請・募集 お知らせ 講座 催し物

※予定は変更になる場合があります。※郵送・FAX 等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

イベント情報イベント情報

大隅大隅のイベントのイベント

９ 月月
９月   ２日（土）・３日（日）
　日本女子ソフトボールリーグ
　M

モ リ
ORI A

オ ー ル
LL W

ウ ェ ー ブ
AVE K

カ ノ ヤ
ANOYA vs 厚木 SC（神奈川県）

　MORI ALL WAVE KANOYA vs ペヤング（群馬県）
（MORI オールウェーブスタジアム（平和公園野球場））

９月   ９日（土）
　第 32 回健康ハート市民セミナー　　　（市体育館）
９月   ９日（土）・10 日（日）
　B

ブ ル ー
lue W

ウ ィ ン ズ
inds p

プ レ ゼ ン ツ
resents. カレッジスポーツディ

　「第 110 回九州地区大学野球選手権南部九州ブロッ
　ク大会」　　　　　　　　　 （鹿屋体育大学野球場）
９月 21 日（木）～ 24（日）
　燃ゆる感動かごしま国体ローイング競技

（輝北ダム特設ローイングコース）

９月 30 日（土）
　第 16 回白

はくらん
爛祭・オープンキャンパス

（鹿屋看護専門学校）

鹿屋市職員
（職務経験者）追加募集

問市総務課　☎ 0994-31-1127
　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20-1

●募集職種　農業技師
●募集人数　２人程度
●募集要件　昭和 49 年４月２日以降に生まれた人
※その他要件有り
●第１次試験　書類選考
●�申込　９月 19 日（火）までに申込書類を提出又は市

ホームページから申し込み
※�申込書類は市総務課、市ホームページ、市役所１階

総合案内所、総合支所、出張所に有り
※受験資格など詳細は市ホームページに掲載

畑かん散水施設
設置補助金・貸し出し

畑かん散水施設補助金
●対象者
○�市内の肝属中部土地改良区受益地内にほ場を保有又

は利用権設定を行っている人
○市内に住所又は事務所を有する人　など
●�補助対象経費　散水施設（ロールカー、レインガン、

スプリンクラー、茶 • ハウス用散水施設、定流量自動
停止弁など）設置費用

●�自己負担率　対象経費の約 10％（県から 80％、市
から 10％以内の補助）　※ 10a 当たり上限 10 万円

●�申請　県営畑地かんがい事業の期間中に申請書等を
提出

※�申請書は市農地整備課、吾平総合支所産業建設課に
有り

※�県営畑地かんがい事業の実施期間に限る補助となっ
ていますので、詳細はお問い合わせください。

ほ場散水器具の貸し出し
畑地かんがい水利用促進のための散水器具の貸し出し
※台数に限り有り
●�対象者　市内の肝属中部土地改良区受益地内にほ場

を保有又は利用権設定を行っている人
●�貸出器具　ロールカー、レインガン、噴射ホース及

びこれらの附属品
●貸出期間　原則１週間
●貸出料　無料（２回目以降は有料）
●申込　申込書を提出
※�申込書は市農地整備課、吾平総合支所産業建設課、肝

属中部土地改良区に有り

問市農地整備課　☎ 0994-31-1120

健康診査・がん検診の受診者

●日時等
期日 場所 予約受付期間

11/  9（木）・10（金）
市保健相談
センター

9/5（火）～ 15（金）

11/ 11（土）・12（日） 9/6（水）～ 15（金）

※�受付時間は後日送付する受診票で連絡
●�対象者　市内在住の令和 6 年 3 月 31 日時点で 40

歳以上の人
●検診項目・検診料
○�健康診査＝無料（国民健康保険、後期高齢者医療保険、

生活保護の人のみ）
○肺がん検診＝無料（胸部 X 線検査）
※ハイリスク者の場合、喀

かく
痰
たん

検査を追加可能（500 円）
○腹部超音波検診＝ 2,000 円
○胃がん検診＝ 500 円
○前立腺がん検診＝ 1,000 円
○大腸がん検診＝ 500 円
○骨粗しょう症検診＝ 800 円
○肝炎ウイルス検診＝無料（未検査の人のみ）
※�令和６年３月 31 日時点で 40 歳の人は骨粗しょう症

検診以外を無料で受診可能
※健康診査以外の検診については治療・通院中の人は対
　象外
●定員　各 160 人程度　※先着順
●�応募　予約期間内に日本健康倶楽部（☎ 099-273-

5591）に連絡又は専用フォームから応募
※電話は平日 9:00 ～ 15:00

問市保健相談センター　☎ 0994-41-2110

第27回図書館
エッセイコンテスト

問市立図書館　☎ 0994-43-9380
　〒 893-0007 鹿屋市北田町 11107

●テーマ　次のうちどちらかを選択
○自由題部門　○親と子の 20 分間読書部門
●文字数上限　※パソコン入力可
○小学１～３年生＝ 1,000 字　○小学４～６年生＝ 1,200 字
○中学生＝ 1,600 字　○高校生以上・一般＝ 2,000 字
●�応募資格　市内に在住・在学・在勤している人又は

市出身者
●�応募　９月１日（金）～ 30 日（土）に小学～高校生

は各学校を通じて応募、一般は作品に応募用紙を添
付して提出又は郵送

※応募用紙は市立図書館に有り

「第54回鹿屋市文化祭」
一般の出演団体

市文化祭の展示 • 舞台発表一般枠の出演団体
●部門 • 期日 • 場所 • 募集数

●応募　９月 15 日（金）までに連絡又は来所
※舞台部門の持ち時間は 10 分以内
※内容によっては希望に添えない場合有り

問鹿屋市文化協会　☎ 0994-44-5115

部門 期日 場所 募集数

展示
11 月４日（土）

・５日（日）

市中央公民館 ５団体程度
（抽せん）

舞台 市文化会館 ３団体程度
（抽せん）

電力・ガス・食料品等
価格高騰重点支援給付金

電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、
住民税均等割のみ課税世帯に対する給付金
●対象世帯　６月１日時点で市に住民票があり、世帯
　全員の令和５年度住民税が均等割のみ課税である世
　帯又は令和５年度住民税が均等割のみ課税及び非課
　税である世帯
※�世帯員全員が住民税課税者に扶養されている場合は

対象外
●給付額　１世帯当たり３万円
●�給付手続　対象となる可能性がある世帯に対し、給

付を行うための確認書を８月下旬から順次郵送する
予定です。要件に該当するか確認のうえ、同封され
ている封筒にて返送してください。

●別途申請が必要な世帯
○１月２日以降に、新たに鹿屋市に転入した世帯員を
　含む住民税均等割のみ課税世帯
○１月２日以降に、離婚や死亡等により住民税均等割
　のみ課税となった世帯
○�ＤＶ等の理由により、住民票を移さないまま鹿屋市

に避難している住民税均等割のみ課税世帯
●�申請　11 月 30 日（木）までに確認書又は申請書を

提出
※申請書は市福祉政策課（市役所６階 601 会議室）、市
　ホームページに有り
※本給付金は非課税世帯及び家計急変世帯への給付金
　ではありません。

問市福祉政策課　☎ 0994-35-1654

９月   ２日（土）
　やまんなか音楽会 in はなぜ 2023（花瀬自然公園）
９月   ９日（土）～ 10 月 22 日（日）
　秋のえっがね祭り 2023　　　　　　　　（肝付町）
９月 16 日（土）
　たからべをあそびつく S

ソ ー
OO!! in 大川原峡（大川原キャンプ場）
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新しい子育て便利帳が
できました

　安心して子育てができるように、本市の子育て支援
に関する各種制度や事業、施設等を掲載した「パパ・
ママ・子どもの便利帳」2023 年度版を発行しました。
　次の場所で配布しているほか、
２次元コードからも閲覧できます
のでご活用ください。
●配布場所
　市子育て支援課、市保健相談セ
　ンター、総合支所、市子育て交
　流プラザ、つどいの広場

問市子育て支援課　☎ 0994-31-1134

「スポーツ振興くじ助成金」を活用して
トレーニングマシンを購入しました

　市ではスポーツ振興くじ助成金を活用して、串良平
和アリーナにトレーニングマシンを購入しました。
　これは日本スポーツ振興センターが、国のスポーツ
振興計画に基づくスポーツ振興政策の一環として、ス
ポーツの国際競技力向上、地域におけるスポーツ環境
の整備充実など、スポーツの普及・振興を図るために
行っているものです。

問市民スポーツ課　☎ 0994-31-1139

▲

トレーニングマシン
　（シーテッド・ロー）

ミュージカル
「クリスマス・キャロル」

●日時　12 月 17 日（日）　17:30 ～
●�場所　市文化会館
●�出演　松

まつむら
村 雄

ゆ う き
基、杉

すぎもと
本 彩

あや
、吉

よ し だ
田 要

よ う じ
士　ほか

●�入場料（全席指定）
○ SS 席＝ 6,500 円　○ S 席＝ 5,500 円
○ A 席＝ 4,500 円　○ B 席＝ 3,500 円
※高校生以下は 2,000 円引き
※未就学児は入場不可
●�販売所　市文化会館、リナシティかの
　や３階売店
※「teket」から電子チケット購入可

問市文化会館　☎ 0994-44-5115

ひとりで悩まず、家族だけで
抱え込まず、相談してください

　９月 10 日（日）～ 16 日（土）の１週間は「自殺予
防週間」です。あなたを支える相談窓口が多数ありま
すので、ご相談ください。
●こころの健康相談統一ダイヤル
　☎ 0570-064-556（全国統一）
※電話を掛けた所在地の公的な相談機関につながります。
●よりそいホットライン（無料）
　☎ 0120-279-338（24 時間対応）
※�一般的な生活上の悩みをはじめ、生活困窮者に対す

る総合的な相談も受け付けています。

● SNS 相談案内
　L

ラ イ ン

INE・チャットで相談ができます。

●支援情報検索サイト
　電話、メール、SNS など様々な方法
　の相談窓口を紹介しています。

●こころの体温計
　インターネットで無料のストレス
　チェックができます。
※使用料は無料、別途通信料が発生

●毎月 20 日は「こころの健康相談日」です
○受付時間＝ 9:30 ～ 11:30、13:00 ～ 14:30
○相談場所＝市保健相談センター
※ �20 日が休日（土・日曜日、祝日）の場合は休日明け

の平日
※相談は予約制

問市保健相談センター　☎ 0994-41-2110

▲厚生労働省
　SNS相談案内

▲支援情報
　検索サイト

▲こころの
　体温計

鹿屋看護専門学校
「第16回白

は く ら ん

爛祭・オープンキャンパス」
エンジョイ☆ナース、喫茶、公開講座、バザー、健康
第一（身体計測等）、オープンキャンパス
●日時　９月 30 日（土）　10:00 ～ 15:00
※�オープンキャンパスは 10:00 ～ 12:00 で実施（要

申込）
●場所　鹿屋看護専門学校
※�オープンキャンパスに参加す

る場合は、９月 15 日（金）
までに申込書を提出

※�申込書は鹿屋看護専門学校又
は市ホームページに有り

問鹿屋看護専門学校　☎ 0994-44-6360　FAX 0994-44-6300
　〒 893-0064 鹿屋市西原３丁目 7-40

市税等の滞納者に対する
納税催告・相談を行います

　市では、市税等の滞納者に対する催告書を９月６日
（水）に発送します。催告書を受け取った人は、次の期
間に市収納管理課へお越しください。
　なお、相談等無しに滞納を続けた場合は、法律に基
づいて財産の差押えを執行する場合がありますのでご
注意ください。
●期間　９月８日（金）～ 15 日（金）
●時間　8:30 ～ 19:00
※９月９日（土）・10 日（日）は 17:00 まで
●必要なもの　催告書

問市収納管理課　☎ 0994-31-1155

ネーミングライツパートナーと
施設の愛称が決定しました

●ネーミングライツパートナー　株式会社森建設
●愛称が決定した施設

※施設の正式名称を変更するものではありません。
●愛称の使用期間　９月１日～令和８年８月 31 日
●命名権料　№ 1 が年額 77 万円、№ 2 が年額 88 万
　円（税込み）

問市財政課　☎ 0994-31-1153

№ 施設 愛称

1 平和公園野球場
MORI オールウェーブ スタジアム

（平和公園野球場）

2 平和公園屋内練習場
MORI オールウェーブ ドーム

（平和公園屋内練習場）

屋外広告物の設置には
許可が必要です

●屋外広告物を設置する場合、次の点にご注意ください
○屋外広告物に「許可証」を貼ること
○�許可期間（３年間）後も引き続き掲出

する場合は、更新手続きが必要
○設置の際は土地所有者の許可を得ること
○点検・補修・補強等を実施し事故防止に努めること
○禁止された場所（電柱や標識等）には設置しないこと
○事前に市都市政策課へ相談すること
※県内で屋外広告業を営む場合は、県への登録が必要
※屋外広告物を撤去した場合、除却届の提出が必要

問市都市政策課　☎ 0994-31-1130

観光地域づくりに関する
意識調査にご協力ください

　大隅半島の観光地域づくりに活用するため、大隅半
島在住の人に「観光に関する意識調査」を実施します。
ご協力いただいた人の中から抽選で 10 名様に 2,000
円程度の大隅特産品等をプレゼントしますのでご協力
をお願いします。
●対象者　大隅半島在住の人
●調査期間　９月 30 日（土）まで
●回答方法　専用フォームで回答

問株式会社おおすみ観光未来会議　☎ 0994-35-1266

戦傷病者・戦没者等の遺族に
対する移動援護相談を行います

遺族に対する援護・軍人恩給等の相談会
●日時　９月 21 日（木）　11:00 ～ 14:00
⃝場所　鹿屋市役所第 1 別館

問県社会福祉課　☎ 099-286-2828

おとな映画会
「封印した青春 二

にがつでん
月田と指宿の間に」

●日時　９月 18 日（月・祝）　14:00 ～ 15:30
⃝場所　市立図書館２階制作演習室　⃝料金　無料
⃝定員　40 人　※当日先着順　

問市立図書館　☎ 0994-43-9380

障がい者委託訓練生
（パソコン事務科３か月コース）

問ハローワークかのや　☎ 0994-42-4135

パソコンの基本操作、W
ワ ー ド

ord・E
エクセル
xcel の操作技術の習得　など

●期日　11 月２日（木）～令和６年１月 31 日（水）
●場所　NPO 法人 愛・あいネット（旭原町）
●対象者　早期の就職や再就職を目指す障がい者
●定員　６人
●受講料　無料　※別途教材費 8,800 円
●選考試験　10 月 12 日（木）に NPO 法人 愛・あいネッ
　トで面接
●応募　９月 22 日（金）までに入校願書を提出
※入校願書はハローワークかのや、鹿児島障害者職業
　能力開発校に有り
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誰でも持っている「別の輝く顔」にフォーカス 放課後は

の顔別別

タイム トラベルタイム トラベル
～温故写新～

昔、鹿屋で起きた出来事にクローズアップ！

夢夢
A bridge of dreamA bridge of dream

のかけ橋のかけ橋

↑

17話

i n fo rmat ionin fo rmat ion

さ
ん

【左】園庭での様子。子どもには人とのつながりを大切にしてほしいため、物

　　　で遊ぶよりも友達や親とたくさん触れ合いながら遊んでほしいと語る。

【右】�昭和56年の様子。当時、鹿児島県児童家庭課が認知していた保母資格を

有する男性は県内に２人だけだった。

　　 （南日本新聞昭和56年9月27日掲載）

県内最初の男性保育士

　

父
が
開
所
し
た
白
崎
保
育
園
を
「
手

伝
わ
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と
が
保

育
士
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。
元
々
、

子
ど
も
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
特

に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当

時
は
男
性
が
保
母
（
現
・
保
育
士
）
試

験
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

昭
和
52
年
に
男
性
の
受
験
が
法
的
に

認
め
ら
れ
て
か
ら
、
保
母
資
格
の
取
得

を
目
指
し
講
習
会
に
参
加
。
女
性
の
参

加
者
し
か
お
ら
ず
肩
身
が
狭
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
ロ
ビ
ー
で
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
流
れ
る
講
師
の
声
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
に
録
音
し
、
そ
れ
を
聞
い
て
試
験
勉

強
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
学
科
試
験
は
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
実
技
試
験
の
ピ

ア
ノ
に
は
今
ま
で
触
れ
た
こ
と
も
な

か
っ
た
の
で
、
ま
っ
た
く
演
奏
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
何
と
か
試
験
に
出

や
す
い
曲
を
暗
記
し
試
験
に
臨
み
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
合
格
で
き
た
の
は
７

回
目
の
試
験
の
時
。
試
験
を
受
け
始
め

て
か
ら
３
年
以
上
経
過
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
合
格
者
の

名
前
を
見
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
数
年
の
ク
ラ
ス
担
任
を
経

て
園
長
に
就
任
。
現
在
は
理
事
長
と
い

う
立
場
か
ら
、
得
意
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
年
齢
に
応
じ
た
遊
び

を
子
ど
も
た
ち
と
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
近
年
は
、
私
の
集
大
成
だ
と
思
っ
て

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
す
べ
て

子
ど
も
た
ち
に
ぶ
つ
け
る
気
持
ち
で
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

保
育
士
の
仕
事
の
楽
し
さ
は
、
何
よ

り
も
多
く
の
子
ど
も
と
関
わ
れ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
楽
し
さ
だ
け

で
は
な
く
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、

一
人
ひ
と
り
性
格
や
家
庭
環
境
の
異
な

る
子
ど
も
と
向
き
合
い
、
子
ど
も
の
発

達
や
将
来
ど
ん
な
道
に
進
む
か
を
見
届

け
ら
れ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

い
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い
幼
児
教
育
・

保
育
を
少
し
で
も
多
く
の
子
ど
も
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

垂水市出身。鹿屋高校を卒

業後、福岡大学工学部で電

子工学を学び、加治木工業

高校で教職に就いた経歴を

持つ。趣味はドラマやプロレ

スを見たり、車でドライブに

行ったりすること。

友
と も お か

岡  善
よ し ひ ろ

寛

かのやハンヤ踊り
おど

母
の
勧
め
で
小
学
３
年
か
ら
フ

ル
ー
ト
を
習
い
始
め
ま
し
た
。

は
じ
め
は
吹
奏
楽
部
と
ソ
ロ
の
レ
ッ
ス

ン
の
両
方
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中

学
か
ら
は
ソ
ロ
に
専
念
。
中
学
時
の

「
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
北
九

州
大
会
」
で
、
１・
２
年
の
時
は
２
位

で
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ず
に
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
３

年
時
に
は
１
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

全
国
大
会
に
出
場
。
こ
の
経
験
か
ら
、

将
来
は
フ
ル
ー
ト
奏
者
に
な
り
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ト

鹿屋高校 

家
い え む ら

村 舞
ま お

音 さん （２年生）

M
a
o
 Ie

m
u
r
a

の
魅
力
は
吹
く
人
に
よ
っ
て
音
色
が
変

わ
り
、
歌
っ
て
い
る
よ
う
な
美
し
い
音

を
奏
で
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
は
フ

ル
ー
ト
の
練
習
と
学
校
の
勉
強
で
慌
た

だ
し
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
希

望
す
る
音
大
へ
の
進
学
を
目
指
し
て
毎

日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

分
ら
し
い
演
奏
で
、
多
く
の
人
に
感
動

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
フ
ル
ー
ト
奏
者

を
目
指
し
た
い
で
す
。

school

↑

平日２時間、 休日４時間の練習のほ

か、 月１で東京にレッスンで通うほど

フルート中心の生活。 地理と習字が

得意科目で、 ディズニーキャラクター

ではドナルドダックがお気に入り。after

　

今
年
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

鹿
屋
の
夏
の
風
物
詩「
か
の
や
夏
祭

り
」。そ
の
前
身
に
あ
た
る「
祇ぎ
お
ん園
祭
」

は
、
戦
時
中
に
途
絶
え
て
い
た
時
期

も
あ
り
、
い
つ
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戦
後

の
昭
和
25
年
頃
か
ら
青
年
団
に
よ
っ

て
夏
祭
り
と
し
て
再
開
。
そ
の
後
、

鹿
屋
商
工
会
議
所
と
鹿
屋
市
の
共
催

で
復
活
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
か
ら
神み
こ
し輿
や
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
を
飾
り
付
け
た「
山だ

し車
」
に
よ
る

御ご
し
ん
こ
う

神
幸
行
列
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
の
よ
う
な
踊
り
は
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
30
年
代

半
ば
、
徳
島
県
の「
阿あ

わ波
踊
り
」
を

参
考
に
し
た
踊
り
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
こ
と
で
、
名
称
を「
か
の
や
夏
祭

り
」に
改
め
ま
し
た
。

　

か
の
や
夏
祭
り
で
の
こ
の
踊
り

は
、
鹿
屋
地
方
に
伝
わ
る
豊
作
を

感
謝
す
る
祭
り「
ば
か
豊ほ

ぜ穣
」
か
ら

由
来
し
た「
ば
か
踊
り
」
と
呼
ば
れ
、

平
成
５
年
ま
で
30
年
と
い
う
長
い
間

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
平

成
６
年
か
ら
は
鹿
児
島
県
を
代
表
す

る
民
謡「
ハ
ン
ヤ
節
」
か
ら
由
来
し

た
、
現
在
の「
か
の
や
ハ
ン
ヤ
踊
り
」

と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
紆う
よ
き
ょ
く
せ
つ

余
曲
折
が
あ
り
な
が

ら
も
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

か
の
や
ハ
ン
ヤ
踊
り
。
こ
れ
か
ら
も

鹿
屋
を
象
徴
す
る
踊
り
と
し
て
次
の

世
代
へ
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

▲「ばか踊り」が初めて披露さ

　れたのは昭和38年。御神幸

　行列に続いて踊りが加わり、

　祭りをさらに盛り上げるよ

　うになりました。

▲昭和35年の北田町での祇園祭の

　様子。祇園祭は県内では親しみ

　を込め「おぎおんさぁ」とも呼ぶ。
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〒 893-8501

鹿屋市共栄町 20-1

政策推進課

「読者のひろば」 係

☎ 0994-31-1123

８ ９ ３ ８ ５ ０ １

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　  「読者のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

Vol.424

クイズの答え

KANOYA
広報かのや

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

皆さんからの

お便りを募集

　広報誌への感想や取り上げてほ

しい話題のほか、 市へのご意見、

地域のイベントや写真など多くの

情報をお寄せください。

　お便りの中から、 抽せんで特産

品等をプレゼントします。 たくさん

のご応募お待ちしています！

※�掲載時に原稿の一部を手直しす

る場合もあります。

　読者の皆様からいただいたお
便りの中から、ご意見や情報な
どを紹介します。

M a i l

読
者
の
ひ
ろ
ばQ

V o i c eA
以

前
、
鳴
之
尾
牧
場
で
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
下
の
子
と
牧
場
近
く

の
滝
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
も
行
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
勘
違
い

だ
っ
た
か
な
？
歩
く
長
さ
も
ち
ょ
う
ど
良

く
て
、
滝
の
大
き
さ
も
グ
ッ
ド
で
し
た
。

行
け
る
ん
だ
っ
た
ら
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

今
度
は
孫
と
！

（Ｎ
・
Ｋ
さ
ん
・
女
性
）

　

鳴
之
尾
牧
場
の
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
施
設
に

つ
い
て
は
、
昭
和
60
年
に
オ
レ
ン
ジ
屋
根

の
研
修
館
と
共
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
近

年
は
家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
の
た
め
、

施
設
の
貸
出
等
は
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
見
晴
ら
し
も
良
く
、
自
然
を
満
喫
で

き
る
施
設
で
す
。
近
く
の
滝
は「
白
滝
」で
、

鳴
之
尾
牧
場
か
ら
1.8
㎞
、
徒
歩
約
40
分
の

道
程
で
す
。
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
途
中
ロ
ー
プ
を
伝
っ
て
渡
る
道
な

ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。
道
中
に
あ
る
い
く

つ
か
の
小
滝
と
落
差
62
ｍ
の
白
糸
を
引
く

き
れ
い
な
滝
は
必
見
で
す
。
Ｎ
・
Ｋ
さ
ん

も
ぜ
ひ
再
訪
さ
れ
て
く
だ
さ
い
！

鹿
屋
市
出
身
で
、
現
在
東
京
で
自

営
業
を
営
ん
で
い
る
兼
業
主
婦
で

す
。
広
報
か
の
や
の
特
集
に
、
母
が
「載
っ

た
よ
！
」と
嬉
し
そ
う
に
送
っ
て
き
て
、
私

ま
で
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
自
営

の
店
舗
で
、
鹿
屋
の
紅
は
る
か
、
蜂
蜜
な

ど
を
販
売
し
て
お
り
大
変
好
評
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
鹿
屋
の
特
産
品
を
増
や
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
食
べ
物
が

お
い
し
く
、
自
然
も
豊
か
で
人
も
優
し
い

鹿
屋
が
大
好
き
で
す
。
（大
浦
の
コ
ス
モ
ス

さ
ん
・
女
性
）

　

東
京
の
地
で
鹿
屋
の
特
産
品
を
扱
っ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
! 

大
浦
の
コ
ス
モ
ス
さ
ん
が
獲
得
い
た
だ
い

た
鹿
屋
の
フ
ァ
ン
の
芽
が
至
る
所
で
育

ち
、
鹿
屋
の
ば
ら
の
よ
う
に
大
き
な
花
を

つ
け
、
東
京
で
鹿
屋
ブ
ー
ム
が
起
き
る
か

も
、
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
広
報
か

の
や
は
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
る
方
々

や
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
、
魅
力
的
な
活

動
を
し
て
い
る
人
々
を
数
多
く
取
材
し
続

け
て
い
き
ま
す
。

今
年
は
８
・
６
水
害
か
ら
30
年
と
か
。

月
日
が
経
つ
の
は
本
当
に
早
い
も

の
で
、
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
時
に
は
あ

り
。
テ
レ
ビ
放
送
で
鹿
児
島
市
内
の
様
子

が
放
映
さ
れ
た
り
、
ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ

れ
た
り
す
る
た
び
に
、
水
の
恐
ろ
し
さ
を

感
じ
た
も
の
で
す
。
忘
れ
て
は
い
け
な
い

出
来
事
で
す
ね
。
あ
の
恐
ろ
し
さ
を
味
わ

い
た
く
な
い
の
で
、
今
年
も
家
の
周
り
に

は
気
を
配
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
（Ｔ
・
Ｍ

さ
ん
・
女
性
）

　

鹿
児
島
市
を
中
心
に
被
害
が
あ
っ
た

８
・
６
水
害
は
、
姶
良
市
・
霧
島
市
を
中

心
に
被
害
が
あ
っ
た
８
・
１
水
害
と
合
わ

せ
た
一
連
の
豪
雨
災
害
と
し
て
、
平
成
５

年
８
月
豪
雨
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

同
年
９
月
３
日
に
は
観
測
史
上
３
番
目
に

中
心
気
圧
が
低
い
台
風
13
号
が
薩
摩
半
島

南
部
に
上
陸
し
て
お
り
、
こ
の
夏
は
本
市

も
含
め
、
県
内
各
地
に
大
き
な
災
害
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
災
害
に
備
え
る
こ

と
は
何
よ
り
重
要
で
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る「
自
助
」、互
い
に
助
け
合
う「
共

助
」、国
や
自
治
体
等
が
取
り
組
む「
公
助
」

が
そ
れ
ぞ
れ
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
防

災
対
策
に
「
絶
対
に
大
丈
夫
」
と
い
う
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
が
発
行
し
て
い
る

「
鹿
屋
市
防
災
マ
ッ
プ
」
等
を
活
用
し
て
、

ご
家
族
等
で
災
害
リ
ス
ク
等
を
認
識
し
災

害
時
に
と
る
べ
き
行
動
を
考
え
、
防
災
・

減
災
に
ぜ
ひ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

結
婚
式
に
招
か
れ
て
、
友
人
の
人
生

の
門
出
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
約

５
年
ぶ
り
の
結
婚
式
へ
の
出
席
で
あ
り
、

服
装
や
ご
祝
儀
な
ど
「あ
れ
？
こ
れ
で
い

い
ん
だ
っ
け
？
」
と
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
。

新
郎
新
婦
と
同
じ
く
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

式
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
始
ま
っ
て

し
ま
え
ば
、
歌
あ
り
、
涙
あ
り
、
笑
い
あ

り
の
最
高
の
結
婚
式
で
し
た
！
お
二
人
の

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
幸
あ
れ
。
（Ｙ
・
Ｊ
さ

ん
・
男
性
）

　

多
く
の
人
々
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
、
未
来

へ
の
決
意
と
希
望
に
満
ち
溢あ

ふ

れ
た
新
郎
新

婦
。
結
婚
は
人
生
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一
つ

で
す
が
、
多
く
の
準
備
や
戸
惑
い
、
苦
労

も
あ
り
ま
す
。
で
も
大
変
だ
か
ら
こ
そ
結

婚
式
は
素
晴
ら
し
く
思
い
出
深
い
も
の
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
市
で

は
、
市
内
に
転
居
さ
れ
る
新
婚
等
世
帯
に

対
す
る
引
越
費
用
等
を
補
助
す
る
「
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
」
な
ど
に
よ
り
新
生
活

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　マンホールカードのデザイン

　デザインをカテゴリー

分けしたマークやロット

ナンバーが記載されるな

ど、コレクション性を高

めるための工

夫が施されて

います。

バラのマンホール蓋、
普通のものと何が違うの？

▲下水道マンホール

　の構造

 9 月の初旬から中旬にかけて見頃を迎え
る彼岸花。赤色の彼岸花のほか、淡い赤
や黄色の変わり種品種も、数は少ないで
すが来園者の目を楽しませています。

ばら園内の彼岸花ばら園内の彼岸花

フォトネタ !フォトネタ !

ユ
ニ
ー
ク
さ
か
ら
観
光
資
源
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
平
成
14
年
か
ら
赤
い
バ
ラ

デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
設
置
。
現

在
、
市
内
に
20
個
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
バ
ラ
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が「
マ
ン
ホ
ー

ル
カ
ー
ド
」に
な
っ
て
登
場
し
ま
し
た
。

　

「
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」
と
は
、
下
水

道
に
関
す
る
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
下
水
道
広
報

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）」
が
各
自
治

体
等
と
連
携
し
て
発
行
し
て
い
る
も
の

で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
通
じ
て
楽
し
み
な

が
ら
下
水
道
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
で
す
。
全
国

６
６
５
自
治
体
・
３
団
体
で
９
６
８
種
類

が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の
配
布

を
、
７
月
28
日
か
ら
鹿
屋
市
観
光
物
産
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
始
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機

会
に
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
下
水
道
の
仕
組
み

に
つ
い
て
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

地
下
に
敷
設
さ
れ
た
下
水
道
や
、
電
気

ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
管
理
を
行
う
た
め
に
作

ら
れ
た
縦
穴
「
マ
ン
ホ
ー
ル
」。
下
水
用

マ
ン
ホ
ー
ル
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
頻
度
が

多
い
下
水
道
の
曲
が
り
角
や
合
流
地
点
等

に
配
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
市
内
に
は
約

４
，
３
０
０
個
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
に
は
自
治
体
の
市
章

な
ど
が
凸
凹
で
彫
ら
れ
て
お
り
、
滑
り
止

め
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
近
年
は

地
域
の
文
化
財
や
伝
統
芸
能
、
特
産
品
等

の
意
匠
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、
デ

ザ
イ
ン
性
に
富
ん
だ
蓋
も
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ご
当
地
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
は
通
常
の
蓋
と
比
較
し
て
特
別
な
機

能
は
有
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
デ
ザ
イ
ン
の
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Healthy Life

健

ふい

康

ら

ご協力ありがとうございました。

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽せん・賞品（賞品引換券）の

発送・アンケート統計以外の目的で使用することはございません。

お便り＆メッセージ

編 集 後 記

　広告のひろばは、 各事業所の広告を掲載することで、 市民の皆さんへの情報提供

を目的としています。 また、 市の自主財源確保の一環として行っています。

　広告に関するお問い合わせは、 印刷会社、 市政策推進課にお問い合わせください。

㈱新生社印刷
☎ 0994-43-2238

広告 のひろば
毎月約 40,000 部を発行する　　　　　　　　　　に広告を掲載しませんか ‼広報かのや広報かのや

✂キリトリ線

国 歌の流れるスポーツ大会。最
近の日本人選手の活躍すご

いですよね。設立当初から見てきた
シエルブルーのかごしま国体での
活躍を応援しています。（久冨木）

体 を壊さないことが肝要と骨身
に染みる30歳中盤。スポー

ツ選手達が年を重ねても若々しく
見えるのは、身も心もアスリートだ
からなのでしょう。（下曽山）

大 きな催しや祭りの時に高揚す
る気持ちは、なにか根源的な

ものを感じます。国体が眼前にまで
迫った今、選手たちの躍動が楽し
みでなりません。（堂込）

会ったことがない人に実際にお
会いしてお話を伺うと自分に

とっても刺激になります。鹿屋で活躍
されている方がまだまだいると思う
と心強く感じます。（牧野）

月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医
鹿屋市医師会　　　　　　  診療時間 8:30 ～ 18:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

9月  3日
 園田クリニック 旭原町 43-8181
 まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

10日
 伊東クリニック 札元２丁目 43-3500
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 田村脳神経外科クリニック 川西町 41-7100

17日
 おばま医院 寿２丁目 42-5235
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

18日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

23日
 鹿屋ハートセンター 札元２丁目 41-8100
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 検見崎クリニック 西原１丁目 43-2991

24日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
 まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 音和クリニック 寿５丁目 36-8863

10月  1日
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

肝属東部医師会　　　　 　 診療時間 9:00 ～ 17:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

9月  3日 はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080
10日 ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
17日 山路医院 東串良町池之原 63-2134
24日 しんみょうず内科・脳神経内科 吾平町麓 45-4030

10月  1日 高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171

　大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

平日／午後5 時から夜間救急当番医を案内

※ただし、 火災発生時は一時火災情報に変わります。

休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

９９

※�休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが

　 あります。 各医療機関にご確認のうえ受診してください。

鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間 9:00 ～ 15:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

9月  3日 高須歯科医院 高須町 47-2525
10日 中野歯科医院 共栄町 41-7455
17日 おにがはら歯科医院 寿２丁目 40-3340
18日 おおやま歯科クリニック 寿４丁目 43-3210
23日 クリス歯科 白崎町 41-3931
24日 けいこ歯科 寿４丁目 40-0418

10月  1日 四季デンタルクリニック 寿４丁目 44-1500

ども医療費を助成しています！ 問市子育て支援課　☎ 0994-31-1134子
　市では、子どもの疾病を早期に発見して治療を

行えるよう、医療費の助成を行っています。

●�対象者　市内在住で、18歳に達する日以後の最

初の３月31日までの子どもの保護者

●�助成金額　病院や薬局、 歯科で保険証を提示し

て診療した自己負担金額

●�申請方法　※医療機関で手続きが異なります。

○�県内＝受診時に、 医療機関等の窓口で受給資格

者証を提示し、 自己負担額支払明細個票を提出

助成を受けるには登録が必要です！

　助成を受けるには受給資格の登録が必要です

ので、 未登録の人は市子育て支援課に申請書等

を提出してください。

○�県外＝保険点数が書かれた領収書を１か月分ご

とにまとめて、 市子育て支援課又は総合支所住

民サービス課に提出

●申請期限　受診日の翌月から６か月以内
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Present

今月のココを

This Month's Gift

～リナシティかのやの「リナシアター」で映画を見よう！～
K
A
N
O
Y
A

プレゼント

RRena ena TTheaterheater

特別割引券

KANOYA CITY PUBLIC RELATIO
NS  

広
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編

集
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室

 政
策

推
進

課
鹿

屋
市

役
所

　
鹿

屋
市

共
栄

町
20

番
1

号
　

☎
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年
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28日

発
行

　
（

通
常

版
28日・お

知
ら

せ
版

13日
発

行
）

◀ MOVIE
　でかのや

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1 枚につきお１人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

問リナシティかのや ☎0994-35-1001

上映中～９/14 ㊍上映中～９/14 ㊍

9
September 2023

Vol.424

　   鑑賞料
 一般／1,800円

 大学生／1,500円

 高校生以下／1,000円

 60歳以上／1,200円

　   上映時間（164分）

　①9時30分～　②12時40分～

 ③15時50分～　④19時～

割引券をお持ちの人は
300円（高校生以下は
200円）を割引します。
※60歳以上の人は割
　引対象外です。

ミッション：インポッシブル／
デッドレコニング

PART ONE［字幕版］

※ 18 歳未満の方は、終映が 19
　時を過ぎる回には必ず保護者
　同伴のうえ、ご入場ください。

C 2023 PARAMOUNT PICTURES.

　IMFエージェントのイー
サンは、多くの不可能なミッ
シ ョ ン を 成 功 さ せ て き た。
しかし、かつての監督官か
ら「大義のための戦いは終わ
りだ」と告げられる。これま
での行いは善であったのか
と葛藤するイーサンをよそ
に、新たな脅威が迫る。

ミッション：インポッシブル／
デッドレコニング PART ONE【字幕版】

クイズ

【【かのや夏祭りイエェェェーイ！かのや夏祭りイエェェェーイ！】】

【応募方法】25･26 ページのはがきに、クイズの答
えと、「読者のひろば」へのお便りをお寄せください。
応募者の中から抽せんで５名様にプレゼントします。
なお、当せん者の発表は、賞品引換券の発送をもっ
て代えさせていただきます。（８月号の答え：国体）

   応募期限
  99/27/27 ㊌㊌

Ｑ.かのや夏祭りで踊られている「かのやハンヤ踊り」は、　

　元々何という名称で呼ばれていた？

　「○○踊り」
　　※○○に入る２文字の答えは、この広報誌のどこかに

　　　あります。

　通勤、通学、買い物など身近な移
動手段として子どもからお年寄りま
で幅広い世代で利用されている自転
車。今回はいつでも・どこでも・だれ
でも自転車を利用できるように鹿屋
市が行っている自転車推進の取り組
みについてご紹介します！

くわしくは

へ GO!!

P16

　４年ぶりの開催となった「かのや夏祭り」。約2,100
人の踊り手が市街地を練り歩いた「総踊り」のほか、
中心市街地では３か所同時打ち上げの「まちなかパノ
ラマ花火」も行われ、鹿屋を盛り上げました。今回は
そんな夏祭りの様子を映像でご紹介します。

　累計300万本以上を販売する人気調味料「アウトドアス
パイスほりにし」。各都道府県で１市町村のみが限定ラベ
ルを付けて販売できる企画で、鹿児島県では鹿屋市が選
出。鹿屋市観光物産総合センターと輝北うわば公園で販
売中の「ご当地ほりにし」を５名様にプレゼントします！

鹿屋市限定ラベル「ご当地ほりにし」（５名様）


